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研究ノート

サッカーの技術・戦術構造に関する考察

佐藤亮平l 竹田唯史2 近藤雄一郎3

A study of structure of techniques and tactics of football 

Ryohei Sato 1， Tadashi 1:討ceda2 ， Yuichiro Kondo 3 

Abstract 

The purpose of this study is to propose the structure of techniques and tactics of football. The method is men-

tioned as below : The theory of ]apanese Football Association (2007)， Kaneko Kenichi (201ωand Ito Takeshi (2005) 

studies were investigated as previous studies. Investigational points were game aspects and the structure of techni-

ques and tactics of football. In these previous theories， game aspects were not constituted of“Loose ball" aspect. 

Techniques which were used in each tactics were not clarified. In addition， qualitative developments of techniques 

were not described. Based on these investigations， the own theory of game aspects and the structure of techniques 

and tactics were proposed. Results described as below; the court of football was divided to three area : Important 

Area， Side Area， Break Area. Game aspects of football were proposed to add to“Loose ball" aspect. The structure of 

techniques and tactics which consist of Important Area was proposed. 

Key words : football， structure of techniques and tactics， game aspect， teaching method. 

緒言

今日，日本においてサッカーは広く普及し，競技人口

も増やしている.また，多くの日本人選手が海外リーグ

で活躍し，多くの子どもたちに夢をあたえている.しか

し，効果的な指導を実践し成果を挙げている指導者がい

る一方で，学校現場やサッカー少年団の指導現場におい

てはサッカー未経験者で何を指導して良いのかわからず，

苦労する指導者の姿が実際に見受けられる.また，少し

でも良い指導ができるように指導者自身がサッカーの指

導方法について学ぼうとしても，学習する際の手助けと

なる指導書については，各個別技術や戦術については詳

しく説明しているが，選手の技能やチームの特性に応じ

て，何をどのような順序で指導すべきかを明確にしてい

る指導書は多いとはいえない注1)

井芹(1991，2α)3) ，進藤 (1錦8，2α)3) ，竹田 (2010)

らは，指導対象となるスポーツの歴史的発展を考察し，

そのスポーツ独自の面白さであり技術を発展させる要因

となる「技術的特質J注2)を明らかにしたうえで，その
スポーツの技術・戦術を構造化して捉え，高村 (1987)

の教授学理論を取り入れ，学習者の技能レベルや技術習

得の発展段階を考慮した指導理論を構成している.さら

に，指導過程を客観的に示し，誰もが優れた授業を再現

可能な「教授プログラム」を作成し，実験授業によって

検証するという研究方法を用いて，水泳，テニス，とぴ

箱，バレーポールおよびスキー等の指導理論に関する研

究を進めている.筆者もこの研究方法論に基づき，サッ

カーの歴史的発展を考察し，サッカーの面白きである「技

術的特質Jを「主に脚でボールを操作し，攻撃側はチー
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ムとして『重要空間』にボールを運びそこからのシュー

トを目指す.守備側はそれを防ぐJと規定した(佐藤，
2010) .学習者の技能レベルや技術習得の発展段階に合

致した指導理論を構築するためには，客観的に存在する

サッカーの技術・戦術構造を明らかにする必要がある.

また，球技において一般的に用いられる「戦略Jr戦術J
「作戦」の用語についてみると，吉田 (1991)は，長谷

川(1990)，瀧井 (1990)，シュティーラー (1980)らの

「戦略Jr戦術Jr作戦Jの用語について検討し， r戦略J
を「個々のゲームに限定されない，長時間あるいは長期

間にわたるスポーツ活動全体を見通した計画Jと規定し
た(吉田， 1991， p.49). r戦術jを「ゲームの中で，そ
れぞれのプレーの局面を経済的，合目的的にプレーする

ために，競技実際から経験的に得られ一般化された理論J
とした(吉田， 1991， p.49). r作戦」については「その
ときどきのゲームにおいて，個人的・集団的戦術を組み

合わせ，戦略の実現に向けてどのように戦うかという方

策であり， r戦術』を『戦略』へと不可分に結びつけるJ
(吉田， 1叩11，p.49)と規定した.また，デープラー (1臨)

は， r戦術jを細分化し「チーム戦術(戦術構想)はそ
れぞれのプレーヤーの個人的能力やグループ戦術行動を

考慮しなければならないJ(デープラー， 1985， p.267) 
と述べ， rチーム戦術)rグループ戦術)r個人的戦術J
の階層性と相互関連性を指摘している.

そこで本研究の目的は，サッカーにおける技術・戦術

構造について，階層性と相互関連性があるものとして捉

え，筆者が考えるサッカーの技術・戦術構造を提起する

ことにある.

研究方法

研究方法は，先行研究における技術・戦術構造を検討

し，それらの問題点・改善点を指摘する.検討対象は，

日本サッカー最大の組織であり，公認指導者制度により

多くの指導者に影響を与えている日本サッカー協会の理

論(日本サッカー協会， 2007).サッカー先進国の一つ

であり，世界最高レベルのクラブチームが所属する圏内

リーグが存在するスペインにおける育成方法を紹介し，

日本の育成方法の課題について考察している金子の理論

(金子， 2010).サッカー初心者を対象とし，独自の視点

から技術・戦術を相互関連の中で捉え，他の理論では見

られない技術・戦術構造を提起している伊藤の理論(伊

藤， 2005)とする.先行研究を検討する視点は①サッカ

ーの「ゲームにおける局面Jをどのように捉えているか，
サッカーの②「技術・戦術の構造」をどのように捉えて

いるかの2点とし，それぞれの先行研究における評価点

と問題点を明らかにする.サッカーでは，rゲームにお
ける局面Jに応じた技術・戦術を用いることが必要とさ
れる.そのため，サッカーの技術・戦術構造を明らかに

するためには，rゲームにおける局面jの検討が不可欠
であるといえる.これらの検討に基づき筆者独自の技術・

戦術構造を提起する.

結果

1.先行研究におけるサッカーの技術・戦術構造につい

ての検討

1 )日本サッカー協会の理論

(1) ゲームにおける局面についての概要と評価

サッカーのゲームにおける局面を「①ボールを支配し

ているとき(攻撃)，②ポールを失ったとき(攻撃から

守備への切り替え)，③相手がボールを支配していると

き(守備)，④ポールを奪ったとき(守備から攻撃への

切り替え)Jの4つに分類し(図 1)，各局面におけるプ

レーの目的を挙げている(日本サッカー協会， 2007， 

p.l4， pp.35-36) (図2). 

4.守備から攻撃
の切り替え

2.攻撃から守備の
切り替え

図1 日本サッカー協会のゲームにおける局面
(日本サッカー協会， 2007， p.14に基づき筆者が加筆・
作成)

1.攻撃(ボールを支配しているとき)
・ゴールを決める ・チャンスをつくる組立て

2.攻撃から守備への切り替え(ボールを失ったとき)
・プレーの切り替え ・奪い返す ・遅らせる

3.守備(相手がポールを支配しているとき)
・ゴールを防ぐ ・ポールを奪い返す
・相手ポール保持の妨害

4.守備から攻撃への切り替え(ボールを奪ったとき)
・プレーの切り替え ・ゴールを意識 ・スピード

図2 各局面におけるプレーの目的
(日本サッカー協会， 2007， p.36に基づき筆者が加筆・
作成)

サッカーのゲームにおける局面を「攻撃Jr守備」
「攻撃から守備Jr守備から攻撃」の 4つ局面に分類
し，各局面におけるプレーの目的を挙げることにより，

サッカーの局面を明確にし，選手の現在置かれている状

況について理解し，各局面におけるプレーの目的に合致

したプレーをすることが可能となる.

しかし，この4つの分類のみではサッカーの「ゲーム

における局面jを明確に捉えることができないため，技

術・戦術構造を明らかにすることは困難である.サッカ

ーやバスケットポール，ハンドボールといったゴール型

の球技においては，どちらのチームにも支配されない
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「ルース・ボール」という局面が存在する.この「ルース・

ポール」という局面を明確に位置付けることにより， r攻
撃Jr攻撃から守備Jr守備Jr守備から攻撃Jの局面聞
の移行にルース・ボールの保持・失敗という要因が関わ

り，ルース・ポールと各局面の移行の関係が明確になる.

したがって， rルース・ボールjの局面を明確に位置づ
ける必要がある.rルース・ボールjの定義等について
は後述する.

(2) 技術・戦術構造の概要と評価

日本サッカー協会は個別技術に関し， r攻撃に関するテ
クニックJr守備に関するテクニック」として，それぞ
れの内容を挙げ(日本サッカー協会， 2∞7， pp.ll・12)，
技術と戦術を結ぶ重要な要素として4点を挙げている(日

本サッカー協会， 2007， p.10) (図3). 

攻撃に闘するテクニック 守備に関するテクニック

-ポールフィーリング -インターセプト
-ドリプル
-フェイント -ボディコンタクト
-スクリーン&ターン
-ポールコントロール -スタンデイングタックル
-ラン・ウィズ・ザ・ポール
-キック -スライデイングタックル
-シュート
-ヘディング
-パス

技術と戦術を結ぶ重要な要素

①ポールに寄る
②パスしたら動く/スペースをつくる、使う、サポートを含める
@周りを見る
④ポールを奪いに行く

図3 日本サッカー協会における個別技術
(日本サッカー協会， 2007， pp.1u-13に基づき筆者が加筆・
作成)

攻撃の戦術においては「個人戦術Jrグループ戦術j
に分類し， r個人戦術」のポール保持時には「観るJr判
断」を通して「シュートJrドリプルJrパス」を位置づ
け，ボーJレを保持していない場合には「観るJr判断」
を通じて「動きJを位置づけている.rグループ戦術」
に関しては「突破のコンピネーションjとして「ドリプ

ル突破(サポートの牽制を利用して)JrスルーパスJr壁
パスJrクロスオーバーJrオーバーラップ'Jr第三の動き」
を位置づけている(日本サッカー協会， 2007，即.16-17). 

守備の戦術についても「個人戦術Jrグループ戦術」
に分類し， r個人戦術」の「ポールを持った相手に対して」
では， r相手とゴールを結んだライン上を意識するJr相
手とボールを同一視できる身体の向きを確保Jrチャレ
ンジ可能かつ，裏を取られない」を位置づけ， rボール
を持っていない相手に対してJでは「正しいポジショニ
ングJrアプローチJrチャレンジの優先順位」を位置づ
けている.rグループ戦術jに関しては， rチャレンジ&
カバー」を挙げ「第1デイフェンダー(ポールを持って

いる相手をマークしている)が，ポールを奪いに行く」

「第2デイフェンダー(ボール持っていない相手をマーク)

は，カバーリングを考え，ボール保持者の様子や距離・

角度に注意してポジシヨンをとる」を位置づけている(日

本サッカー協会， 2007， pp.22-23). 

戦術に関しては， rチーム戦術，グループ戦術，個人
戦術はそれぞれ明確に区別されるものではありません.

個人戦術を土台にし，そこにチームメイトが関わること

によって，グループ，チームへと戦術が生まれてきますJ
と述べ(日本サッカー協会， 2007， p.15)，これらが相

互関連のあるものと捉えている点は評価できる.これに

より，どんなに優れている「チーム戦術」であってもそ

れを支える「グループ戦術Jや「個人戦術Jがなければ
機能しないことが理解できる.さらに個別技術と戦術を

結ぶ重要な要素を挙げたことにより，試合における各戦

術で個別技術を発揮するための要因を明らかにすること

ができる.

しかしながら， r攻撃の戦術Jr守備の戦術」において
位置づけている戦術が，現存する戦術を提示しているに

過ぎず，各戦術に対応する個別技術が明確になっておら

ず，技術・戦術の構造化が不十分といえる.デープラー

(1985)は「技術のレベルは戦術的措置の選択と作用に

十分に影響をおよほしているJとし，各戦術と個別技術
は相互関連していると指摘している(デープラー， 1弼5，

p.235) .そのため，戦術にはその戦術に対応した個別技

術があり，各戦術に対応した個別技術を位置付ける必要

がある.

2)金子憲一の理論

(1) ゲームにおける局面の概要と評価

ゲームにおける局面については，日本サッカー協会の

理論と同様に「攻撃Jr守備Jr攻撃から守備への切り替
えJr守備から攻撃への切り替え」の4つの局面に分類
している(金子， 2010， p.5). r攻撃」の局面において
は「進展Jrボールの保持JrフィニッシュJの3点， r守
備」の局面ついては「ボールの奪取Jrゴールを守るJr相
手による攻撃の進展を匝止」の3点を挙げ， r攻撃Jr守
備Jの目的を明確に示している(金子， 2010， p.5). さ
らに， r現代のサッカーは，この4つの局面を切り離し
て考えることはできない.攻撃している時に守備のこと

を考え，守備のときに攻撃のことを考えなくてはならな

い.(中略)サッカーにおいてはほとんどがフィニッシ

ュまで行けずに，攻守の切り替えが発生する.それだけ，

攻守の切り替えというものは重要性を持っている」と述

べ，これら 4つの局面の関係性を示している(金子，

2010， p.5). 

「攻撃Jr守備jの局面における目的を， 3点に絞り明
確に示している点は，選手や指導者がこの局面における

目的を理解することができる.しかし，サッカーのゲー

ムにおける局面の分類については日本サッカー協会の捉

え方と同様であり，rルース・ポール」の局面を明確に
位置づける必要がある.

(2) 技術・戦術構造の概要と評価

サッカーの「テクニックJr戦術Jrシステム」の関係

司
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について， rサッカーにおいてテクニックはテクニック
だけで独立して存在していない.あくまで状況を把握し

て，システムに応じて何をするかの決断をし，そしてそ

の『実行』を指す.ここに戦術的要素が絡んでくる」と

し(金子， 2010， p.5) ， rテクニックJr戦術Jrシステム」
の関係性について適切に捉えている.さ らに金子は，ス

ペインサッカー界における「戦術Jの定義について「相
手を前にして何をするのかの判断と実行Jとしている (金
子，2010， p.5). r戦略jの規定については「戦術を実
行するための，あらかじめ計画された動きJとし， r戦略J
と「戦術」の関係性について捉えている.

金子 (2010)の示した「サッカーのプレ一時に関する

テクニックの体系図J(図 4)についてみると，図中左
側の「ボールを受けるJr操作するJr止めるjという 3
つ動作を「ト ラップjとし，サッカーの技術の 「はじめ

の動作jとしている.また，図中右側の「パスJrシュ
ートJをサッカーのプレーの「最後のアクション」と位
置けている.rドリブルJについては「トラッフ1から「パ
スJrシュート」へと「つなげるためのアクシ ョン」と
して位置づけている(金子， 2010， pp.5-6). 

金子 (2010)は「すべてのテクニックは，一番右側の

パスとシュートにつながる. (中略)サッカーで一番の

重要度を占めているのはこの2つ(パス，シュート)で

ある」とし，その理由を「なぜならこの動作がなければ，

目的(得点)にたどり着くことはできないからである.

いかにコントロールができてフェイントができても，パ

スとシュートがなければ，ゴールもできないし，味方に

つなぐこともできない.逆にコントロールやドリブルが

なくても，パス，シュートがあればゴールは決まり，味

方にボールをつなぐことは可能であるJとし，体系図(図
4 )の矢印が最終的に「パスJrシュート」につながっ
ているとしている(金子， 2010， p.6). 

以上のように金子 (2010)は「戦略Jr戦術Jrシステ
ムJrテクニック」を階層性，相互関連性の中で捉え(金
子， 2010， p.5)，各技術の相互関連を明確にし，技術の

体系図として示している.これにより，サッカーにおけ

る技術がどのような構造になっているかを客観的に捉え

ることができる.さらに，日本サッカー協会が最終的な

プレーの選択肢に「ドリブJレJを位置づけているのに対
し，金子 (2010)は最終的なプレーを「シュートJrパスJ
としている.

しかし，金子の理論においては技術体系のみの紹介の

ため，技術体系と各戦術との関連性が不明確であるとい

える.

図4 サッカーのプレー時に関するテクニックの体系図(金子， 2010， p.6) 
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4 )伊藤烈の理論

(1) サッカーのゲームにおける局面の概要と評価

伊藤 (2005)は，サッカーのゲーム展開を「攻撃1J 

「攻撃2J I防御1J I防御2Jの4局面に分類している.
「攻撃 1Jとは「ゲームにおいて，フィールド中央付近
でボールを保持している状態J，I攻撃2Jとは「相手ペ
ナルティーエリア付近でボールを保持している状態J，I防
御lJとは「フィールド中央付近でボールを保持されて
いる状態J，I防御2Jとは「自軍ペナルティーエリア付
近で相手プレーヤーにボールを保持されている状態jと

している.そして，各局面における集団戦術と個別技術

を位置づけている(図5)(伊藤， 2005， p.34). 

サッカーの各局面をボールがフィールドのどこにある

かとの関係から「攻撃JI防御」を 2つに分類し，各局
面においての具体的な個別技術・集団戦術を挙げている

点は評価できる.

しかし，各局面聞の移行は示しているが， I攻撃から

守備JI守備から攻撃Jの局面を位置付けていない点は
改善点である.また，日本サッカー協会の理論，金子憲

ーの理論と同様に「ルース・ボール」の局面を位置づけ

る必要がある.

(2) 技術・戦術構造の概要と評価

サッカーの技術・戦術構造については， Iフリースペ
ースjの概念を中核に据え，サッカーの「質的発展段階j

を「個人の力による攻撃と防御Jrフリーな選手を活用
した攻撃とその防御Jrフリースペースを活用した攻撃
とその防御Jrフリースペースを創造する攻撃とその防
御jの4段階に分類している(図6).そして，それぞ

れの「質的発展段階Jに対応する「攻撃」と「防御Jの
「集団戦術」と「個別技術jを位置づけ，それらを相互

関連の中で捉えている(伊藤， 2005， pp.35-40).攻撃

戦術では，各発展段階に対応させ， ドリブル突破，対人

パス，スルーパス，ポジションチェンジ戦術を位置づけ

ている.これらの戦術に対応するために守備戦術もワン

サイドカット・ディレイ，マンツーマンデイフェンス，

カバーリング，ゾーンデイフェンスを位置づけている.

そして，戦術を支える個別技術として攻撃は，キック，

ドリプル， トラップ，ヘディング，ポジショニング，フ

リーランの6個を挙げ，守備は，プレッシング，チャー

ジング，タックル，インターセプト，パスカット，クリ

攻撃 1 防御 1
事支轄を展醸していくための攻撃戦街 ボールを奪取するための防御戦術

個別技術 築館職務 防御への移行 領制技術 鎖倒戦術

-.培ック -ワンツーパス -タックル -ゾーンディブェンλ
-ドリプル -才一パ}ラップ -チヤ}ジンダ -.....ン Y・ーザンヂィフ:II;;'-~

-トラップ ークロスオ}パ} -ブレァシング -ゾーンプレス
-へディング -ずJl.-7'，?=.{ -インタ}セブト a ワ，y.....イドカット
-7')-ラン -守イドチェンミF 攻撃J、の移行 -ポジシgニング -ディレイ
-スローイン -センターリング -クヲア} -カバ-9ング

-アーロークロス 攻 防
-/ミス:/1'7ト
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警暴 著書
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得点するための攻撃戦術 ~ 者層 失点しないための紡御戦術
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図5 サッカーのゲームにおける局面(伊藤， 2005， p.33) 
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図6 伊藤によるサッカーの技術・戦術構造(伊藤， 2005， p.35) 

ア，ポジシヨニングの 7個を挙げている(伊藤， 2005， 

pp. 35-39). 

サッカーにおける技術・戦術構造を「フリースペースJ
の概念を中心として「質的発展段階」を整理し， 4段階

に階層化し捉えている点は評価できる.このように「質

的発展段階」を示すことにより技術・戦術の階層性，順

序性を明確にでき，次の段階に向けてどのように発展し

ていくか明確にすることができる.また，この「質的発

展段階」に「攻撃Ji防御」を対応させ，それぞれの「集
団戦術Ji個別技術」を位置づけ，これらが相互関連の
中で発展していることを示している点も評価できる.

しかし，各戦術に対応する個別技術の質的な発展を示

していない点は改善点である.例えば， iパスJという
個別技術についてみると，ワンツーパス戦術においては

受け手とタイミングを合わせたショートパスが求められ

る.しかし，サイドチェンジ戦術においては，ロングキ

ックによる，遠くに運ぶというパスが求められる.この

ように，各戦術に対応した閉じパスという個別技術にお

いても質的な発展が求められる.そのため，各戦術に対

応する個別技術の質的発展を明確にする必要がある.

また， iフリースペース」の概念を中心として構造化
しているが，サッカーのゲームにおいてフリースペース

が発生する場所が重要となる.例えlえ「フリースペースJ
でもハーフウェーライン付近で発生するものとゴール前

で発生するものでは，その重要度が異なるからである.

このようなことから，サッカーのフィールドの中で重要

となる「場所jを明確にし，その「場所Jを中心とした
技術・戦術を構造化すべきと考える.

2.筆者の考える技術・戦術構造について

先行研究を検討した結果，サッカーの技術・戦術構造

を提起するためには，フィールドの分類とゲームにおけ

る局面について新たに考察することが必要である.した

がって，まず，フィールドの分類，ゲームにおける局面

について検討し，これらを踏まえて，筆者の考えるサッ

カーの技術・戦術構造について提起する.

1 )サッカーのフィールドの分類

先述した先行研究の検討により，筆者の考えるサッカ

ーのフィールドの分類と各エリアの持つ特性について述

べる.筆者はサッカーのフィールドを「重要空間Jiサ
イドエリアJiブレイクエリア」の3つに分類した(図7). 
「重要空間」とは学校体育研究同志会の球技分科会にお

いて， i最もシュートが入れやすい場所(シュートし易
い領域)Jと規定された概念である(荒木， 2∞4， p.227). 
サッカーにおける「重要空間Jは，ペナルティーエリア
が該当すると考える.その理由は， 2006年のJ1リーグ
においてペナルティーエリア内からのシュートが，全体

のゴールの80パーセントを占めており(Jリーグ， 2∞6) 
ペナルティーエリア内からのシュートは，得点に結びつ

サイドエリア
重要空間

(ペナルティーエリア)
サイドエリア

ブレイクエリアブレイクエリア

攻
撃
方
向

八
円
l
u

図7 サッカーのフィールドの分類
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サッカーの技術・戦術構造に関する考察

く可能性が非常に高いと考えるからである.また，ペナ 均値も参考にして設定した(図8. Jリーグ.2005). 
ルティーエリア内では守備者側が反則を犯すと攻撃側に

ペナルティーキックが与えられるため，守備者側は反則

を犯さぬよう警戒する必要があり，ペナルティーエリア

は通常のエリアよりもデイフェンスがしにくく，攻撃側

にとって優位なエリアといえ，得点するための「重要空

間」として設定した.

「重要空間」を設定することにより，攻撃はどこにポ

ールを運べばよいのかを理解でき，逆に守備者側は，ど

こにポールを入られたら失点の可能性が高まるのかとい

うことを理解できる.サッカーはゴールを奪う一守るこ

とを目的としているが，ゴールを奪うための場所，奪わ

れやすい場所を明確にすることにより，選手自身のプレ

ーの目的が明確になり，プレーの方向づけが可能となる.

例えば，攻撃ならば，いかにして「重要空間」からシユ

ートするか，守備ならば，いかに「重要空間」にポール

を入れさせないか等である.

ペナルティーエリアの外側を「サイドエリア」とした.

この「サイドエリア」を位置づけた理由は.rサイドエ
リアJにポールを運ぶことにより，守備の選手が「サイ
ドエリアJに位置し，守備の選手聞の距離が広くなる.
これにより，攻撃側には中央付近で利用できるスペース

が拡大する.また.rサイドエリア」探くに侵入するこ
とによりオフサイドラインが，最終守備者の位置するラ

インからボールの位置するラインへと移行し，攻撃側に

とってはオフサイドとなりづらいエリアでもある.その

ため，攻撃側にとって有効なエリアと考える.また，越

山 (2∞4) も得点を挙げるためには，組織的に固められ
たゴール前よりも. r守備陣の頭を越すような高いポー
ル(センターリング)を送るほうが効果的で，且つ必要

性も増してきたJとし.rサイドエリア」からの攻撃の
重要性について述べている(越山.2∞4. p.146). 
ペナルティーエリアの中央と「サイドエリアJの後方
部分を「プレイクエリアJと設定した.このエリア注3)

は攻撃の起点となるエリアと捉える.r重要空間Jに直
接ボールを運べない場合には，このエリアにボールを運

ぴ攻撃を展開するエリアである.また.r重要空間」に
ポールを運べたとしても相手の守備が堅く崩せない場合，

攻撃をやり直すエリアでもある.これと類似したものと

して「パイタルエリアJというものがある.rパイタル
エリアJとは「ペナルティーアーク付近のエリア.ラス
トパスの起点となりうるエリアを指すことも多い.もと

もとは非常に重要なエリアという意味」と規定されてい

る(日本サッカー協会.2007. p.99). しかし.rパイタ
ルエリアJは場所を明確に規定されておらず，流動的な
ものとして捉えているが，筆者の設定した「プレイクエ

リア」はペナルティーエリア中央と両「サイドエリア」

後方として位置づける.

以上のエリアの設定に関しては.2∞5年J1に所属し
ていたチームの第17節までの各チームの各エリアでのパ

スを受けた回数のデータを集計し，パスを受けた数の平

サイドエリア 重要空間 サイドエリア

184 7 7 
(ペナ}~テfーエ')7) 7 0 196 128 

ブレイクエリア ブレイクエリア ブレイクエリア

376 238 340 244 378 

図8 2005年J1 リーグ17節までにおける試合中にパス
を受けた平均本数のエリア分布
(Jリーグ.2005.データに基づき筆者が作成)

また，図9において各エリアにおけるプレーの優先順

位の内容を示した.この優先順位は各エリアにおける攻

防のプレー選択をする際の指標となるものとして構成し

た.r重要空間」の攻撃においては.rシュートをする」
ことを第一に考え，守備においては「ポールを奪う(フ

ァウルをしない)Jを第一に考える.rプレイクエリアJ
の攻撃については.rシュートをする(コースがあれば)J
ことについて考えるが，無理な場合は「重要空間へ侵入

する(突破，パスを含む)J.守備については「ボールを
奪う(ファウルをしない)Jことが基本であるが，この

エリアの独自の特性として「他のエリアへ移行させないJ
ことが挙げられる.rサイドエリアJの攻撃については，
「重要空間へ侵入(突破)Jすることを考え，次の選択

肢として「重要空間へセンターリングする」ことが挙げ

られる.rサイドエリアjの守備については「プレイク
エリアj同様に「ボールを奪う(ファウルをしない)J

ことが基本であるが，このエリアの独自の特性として「重

要空間に侵入させない(突破，センターリングを含む)J

ことが挙げられる.このように3つのエリアの特性を基

に，プレーの優先順位を設定した.これによりプレーヤ

ーや指導者は各エリアにおいてどういったプレーを行え

ばよいかを理解できる(図9). 

エリア 攻 撃 守 備

1.シュートをする 1.ポールを奪う (77ウルをしない)
2.突破をする 2.シュートを打たせない

重要空間 3.重要空間内の味方へパスをする 3.シュートプロック
4.キーずをする 4.重要空聞から追い出す
5.プレイクエ')7へ展開する
6.サイドエ')7へ展開する

1.シュートをする(コースがあれば) 1.ポールを奪う (7アウルをしない)
2.重要空間へ侵入する 2.重要空間に侵入させない

プレイク
(突破、パスを含む) (突破、パスを含む)

エリア
3.サイドエリアへ展開する 3.サイドエリ7へ展開させない
4.他のプレイクエリアへ展開する 4.違うプレイクエリアヘ展開させ
5.ポールをキープをする ない
6.その他のエリアへの展開する 5.後ろへ下げきせる

1.重要空間へ侵入する{突破) 1.ポールを寧う{ファウルをしない)
2.重要空間ヘセンターリングする 2.重要空間に侵入させない(突破)
3.ポールをキープをする 3.重要空間ヘセンターリング告さ

サイド 4.プレイクエリアヘ展開する せをい

エリア 5.相手に当ててコーナーキックを 4.プレイクエリアへ展開させない
獲得する
6.相手に当ててスローインを獲得
する

図9 各エリアにおけるプレーの優先順位 ' 
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2 )サッカーのゲームにおける局面

筆者の考えるサッカーのゲームにおける局面を図10に

示した.日本サッカー協会，金子，伊藤の理論に不足し

ていた「ルース・ボールJの局面を明確に位置付けた.
r，レース・ボール」とは， rいずれのティームの所有でも
ない状態のボールjである(棲井， 1998， p.746)注4) 

また田中 (1986)は「中立のボールJという名称、を使
い， rどちらのチームにも支配されていないボールは，
サッカーの試合ではかなりたくさんある」とし，発生す

る局面の代表的な例として「競り合いのこぼれ球，コン

トロールミス・不正確なパス」を挙げている.また，

「ルース・ボーjレjを支配することのメリットとして「ボ

ールを保持したチームは，得点への可能性が聞けてく

る」とし，保持できなかったチームは「失点の恐怖に落

とし入れられる」と述べている.また，技能レベルの低

い試合ほど「中立のボールが多くなる」と述べている

(田中， 1986， p.30). 

ンを割ってしまった場合は， rルース・ボールjの保
持・失敗と同様の局面の移行が生じる.

以上の様に， rルース・ボール」局面を位置づけるこ
とにより， rルース・ボールjを意図的に発生させるよ
うな攻撃や，発生させない守備を戦術として位置づける

ことが可能になると考える.意図的に「ルース・ボー

ル」を発生させ攻撃を展開する倒として，前線にターゲ

ットとなる背の高い選手を配置し，ロングボールを放り

込み，ターゲットとなる選手と相手守備者の競り合いに

より発生したルース・ボールを周りの選手が拾い攻撃を

展開する方法がある(松井， 2010， p.33). このような

攻撃に対して守備はフィールド内のルース・ボールにな

らないようにタッチラインを超えるクリアで逃れること

がルース・ボールを発生させない守備の一例である.

3 )サッカーの技術・戦術構造

図11に伊藤の理論を参考に筆者の考えるサッカーにお

ける技術・戦術構造を示した.伊藤の理論は「フリース

ペース」を中心に技術・戦術を相互関連の中で捉え構造

化したが，筆者は「重要空間をめぐる攻防」を中心に技

術・戦術の構造化を試みる.

攻撃の「質的発展段階Jを「個の力による攻撃Jr場
所へボールを送る攻撃Jr 2人によるコンビネーション

守備| を使った攻撃Jr 3人によるコンビネーションを使った
攻撃Jr他のプレーエリアへの移動を使った攻撃Jの5
段階を位置づけた.守備の「質的発展段階」については

図10 サッカーのゲームにおける局面

次に各局面における内容について論述する.r攻撃j
の局面とは，前述したフィールドの分類による各エリア

の認識とそこにおける攻撃の優先順位を考えプレーする

局面である.rルース・ボールJの局面は，攻撃・守備
のどちらの支配下にもない局面なので，ボールを保持し

た側が攻撃を実施できる局面である.r攻撃から守備j
の局面は，ボールの喪失による攻撃から守備への準備で

あり，どのエリアが危険になるかを考える局面である.

「守備jの局面は，各エリアの認識とそこにおける守備

の優先順位を考えプレーする局面である.r守備から攻
撃への切り替えjは，ボールの奪還による守備から攻撃

への準備をし，自チームがどの攻撃のエリアに侵入する

のかを考える局面である.これらの「攻撃から守備」

「守備から攻撃jの局面において，攻守の切り替えを早

く行うことにより，攻撃においては相手守備の隙をつい

た攻撃を実行でき，守備は隙をつくらないことができ

る.そのため，この局面において攻守の切り替えを早く

行うことは「試合を有利に進めることができる」という

メリットがある(横浜マリノス， 1999， p.39). また，

「ルース・ボール」をどちらのチームも保持できずライ

「個の力による守備Jr 2人によるコンピネーションを
使った守備Jrポジションによるコンピネーションを使
った守備Jr場所を意識した守備Jrコンビネーションと
個人の力を融合した守備」の5段階を位置づけた.攻撃

と守備の「質的発展段階Jについてはそれぞれの相互作
用により， r質的発展Jが促されると捉えた注5)・ま
た，各「質的発展段階」に「集団戦術Jr個別技術Jを
位置づけ，攻防の「質的発展段階」に応じてこれらも質

的発展をするものと捉えた.

「個の力による攻撃Jでは主に「ドリプル」を用いて
「重要空間」に侵入しシュートすることを目指す段階で

ある.r集団戦術」には， rドリブル突破Jを位置づけ
る.rドリプル突破Jとは，選手個人のドリプルにより
相手守備を破ることであるが，周りの味方の選手もこぼ

れ球やドリプルをミスしたボールを拾うための準備をし

ていると捉え， r集団戦術Jに位置づける.r個別技術」
には「ドリプルJrキックJrフォロー」を位置づける.
「ドリブル」については，相手守備者を「突破Jするた
めに用いられ， rキック」に関しては，主に「シュー
ト」を目的とする.rフォロー」とは「パスjを受ける
ための動きではなく，こぼれ球や味方・相手のミスした

ボールを獲得するための動きである注6).r個の力によ
る攻撃」を最初の段階として位置づけた理由は，サッカ

ーは r1対Iの勝負」が基本であると考えるからである
(横浜マリノス， 1999， p.44). また， r集団戦術」に「ド
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園11 サッカーの技術・戦術構造

術 守備の質的発展 集団戦術 個 別 街

※図中矢印は以下の内容を意味する

①攻撃から守備への働きかけ②守備の質的発展③守備の質的発展による攻撃への働きかけ ④攻撃の質的発展.以下，①‘②“

③“'に対応

リプル突破」を位置づける理由は個人技能が未熟な段階

においてパスを多用する攻撃ではミスが多く相手にボー

ルを奪われてしまう.そこで，個人技能の水準が低い場

合は「ドリプル戦法Jが適している(多和， 1974， p.96) 
という指摘を参考に位置づけた.

このような攻撃に対し，守備は「個の力による守備J
を展開する(図中矢印①).ここでは主に 11対1Jで
守りボールを奪うことが行われている.この段階での

「集団戦術」は， 1マンツーマンデイフェンス」を位置づ
ける.1マンツーマンデイフェンスJとは， 1相手の攻撃
選手l人に対して，味方の守備選手がl人マークにつく

という戦術Jである(田嶋， 2002， p.137). 1個別技
術jに関しては， 1正しいポジショニングJ1ショルダー
チャージJ1タックルJ1スライデイングJ1場所の認
識jを位置づけた.1正しいポジショニングJ注7)とは，
「ゴールとボールを結んだライン上にポジショニングを

とるJ1間合いをつめる」ことである(日本サッカー協
会， 2007， pp. 22・23).1場所の認識」とは，図7に示
した各エリアの特性について認識することである.

次に，攻撃側の「ドリブル」の技術的な向上により個

人の力だけでは相手の攻撃を防ぐことができなくなる.

そこで，守備は 12人によるコンビネーションを使った
守備」の段階に発展する(図中矢印②).ここでは， 1ゾ
ーンデイフェンスJ1マークの原則Jr-カバーリング」が

新たに「集団戦術Jとして加わる.1ゾーンデイフェン
スjとは，ピッチ上にいる全ての選手がそれぞれ自分の

守るべき地域を持つ守備を展開することである(田嶋，

2002， p.135). 1マークの原則jとは， 1ゴールと相手を
結んだ線上に立つJ1ボールと相手が同時に見える位置
に立つJ1相手にボールがわたる瞬間にインターセプト
ができ，かつ相手に自分の背後へ走りこまれ，パスを通

されることがない位置をとるjことである(山中，

1980， p.28). 1カバーリング」とは， 1味方の守備者が
攻撃者に突破されたときに，他の守備者がすぐに守りに

いくこと」である(日本サッカー協会， 2007， p.98). 

それらに必要な「個別技術jとして， 1ポジショニン

グJ1クリアJを位置づけた.この段階の「ポジショニ
ングjとは，相手攻撃者との1対1にも対応でき味方守

備者の「カバーリングjができる位置とする.1クリ
ア」とは， 1守備側が危険地帯からボールをなるべく遠
い場所に蹴りだして，いったんピンチから逃れること」

である(田嶋， 2002， p.115). 

このように強化された守備に対して「ドリプル突破」

だけでは相手守備を崩すことが困難となってくる(図中

矢印③).そこで攻撃の「質的発展Jが促され「場所へ
ボールを送る攻撃」を展開する段階を位置づける(図中

矢印④).ここでは，味方の選手を意図的に狙うのでは

なく前方の空いた「場所jへボールを送り，そこに味方
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選手が走りこみボールを奪い， 1重要空間」へ侵入しシユ
ートを目指す段階である.1場所へボールを送る攻撃J
については，味方選手のキック精度の低いロングボール

にフォワードが相手と競り合いボールを保持しゴールを

狙うというキックアンドラッシュ戦法の初期の段階を参

考とし位置づけた(多和， 1974， p.98). 1集団戦術Jは
「ロングボールjを位置づける.ここでの「ロングボー

ルJは，人へ合わせる「パスjではなく前方の空いた
「場所(スペース)Jへボールを送ることである.1個別
技術」に関しては， 1ロングキックJ1トラップJ1ヘデ
ィング」を位置づける.この段階での「ロングキックJ
とは，相手デイフェンスラインの背後のスペースへの

「ロングボール」やサイドから「重要空間」へのセンタ

ーリングである.

このような相手攻撃の発展により守備者側は更なる技

術・戦術の発展を迫られ(図中矢印①‘)， 1ポジション
によるコンビネーションを使った守備Jを展開すること
になる(図中矢印②‘).1集団戦術」には「ラインデイ

フェンスJ1オフサイドトラップ」カ宝加わる.1ラインデ
イフェンス」とは， 1数人のDFが横一列に並び，そのラ
インをみんなで呼吸を合わせて上下に動かすJことであ
る(水招， 2003， p.181). 1オフサイドトラップJとは，
相手攻撃者を意図的にオフサイドにすることである.

「個別技術jには「インターセプトJ1ディレイJ1ジョ
ッキー」の3つを位置づける.1インターセプトjと
は，相手攻撃者の[パス」を自分のマークが触る前に奪

うことである. 1ディレイjとは， 1少しでも攻撃を遅
らせようとするプレーjである(田嶋， 2002， p.1l7). 

「ラインデイフェンスjは「相手FWと駆け引きをし
て，時にはオフサイドトラップをかけ，相手を混乱させ

るJ機能があることから「オフサイドトラップ」を実行
するために不可欠な要素であると考える(水沼， 2003， 

p.181) . 

このように次第に組織された守備(図中矢印③‘)を突

破するために攻撃は 12人によるコンピネーションを使っ
た攻撃」を展開する段階へと発展する(図中矢印④‘). 

ここでは，主に2人による「パス交換」を使い相手守備

を突破し「重要空間jからシュートすることを目指す.

「集団戦術」については， 1オーバーラップJ1スルーパ
スJ1ワン・ツーパスjを新たに位置づける.この集団戦
術の実行には，パスの受け手の「タイミングjとパスを

出す側の「タイミング」の一致が求められる(田嶋，

2002， p.99， p.ll1;長谷川， 2005， p.176). 1個別技
術」には「サポートJ1ポジショニング」を位置づけ
る. 1サポートjとは， rボールを保持している味方選手
のために，パスコースをつくるような動きをすることJ
であり(日本サッカー協会， 2007， p.99) ，ここでの「ポ

ジシヨニングJとは， rサポートjをする「場所」をど
こに取るかということである.また， rパスjに関して
は走る人の「タイミングJr場所」を合わせた「キッ
クJ，が必要となる.

このような，攻撃の発展(図中矢印①“)により守備

は「場所を意識した守備」を展開する必要に迫られる

(図中矢印②“).r場所を意識した守備」とは，守備に
参加する選手が前後左右に存在しそれぞれが「場所」に

ついて理解し守備をしている状態である.r集団戦術」
として「重要空間へ侵入をさせないJr意図的にボール
を誘導するJが加わる.r重要空間へ侵入をさせないj
は，図7に示した「重要空間jへの侵入を防ぎ，それを

防御する方法である.1意図的にボールを誘導する」

は，図7に示したサッカーコートのどの「場所jでボー

ルを奪うかを決めておき相手の攻撃をその決めておいた

「場所Jへ誘導してボールを奪うということである注8)
そこで必要となるのが， r個別技術」に位置づけている
「場所の選択Jである.r場所の選択」とは， r場所Jの
特性を考慮し選択していくことである.

このように相手の守備の向上によりスペースの減少や

プレッシャーが強くなってくることにより，なかなか攻

撃が成功しなくなってくる(図中矢印③“).そこで攻撃

はr3人によるコンピネーションを使った攻撃」を展開
する段階へ移る(図中矢印④“).ここでは， 3人による

コンビネーションを用いて相手守備を突破し「重要空

間」からのシュートを目指す段階である.r集団戦術」
には， rポジションチェンジJr第3の動きJrルース・
ボールを使った攻撃Jを位置づけている.この「ポジシ
ヨンチェンジJr第3の動き」を成立させるためには，
スペースを創るプレーヤーとパスを出すプレーヤーとス

ペースに走りこみパスを受けるプレーヤーの3人の「タ

イミングJr場所」が合わなければ成功しない.また，
パスの数も l本から 2本へ増加することによりプレーの

数が増えミスする可能性も上がる.このように，この段

階の戦術は動きが複雑になるため，前段階の戦術よりも

高い技術の精度が求められる.rルース・ボールを使っ
た攻撃」とは，攻撃において意図的に「ルース・ボー

ル」を発生させる攻撃を展開することや，攻撃時におい

ても「ルース・ボール」を相手よりも先に保持するポジ

ショニングや意識を持ち攻撃を展開することを意味す

る.

「個別技術」に関しては「ワンタッチプレーJrドリブ
ル」を位置付けた.rワンタッチプレー」とは， 1ボール
を止めることなしに，ファーストタッチでパス，シュー

トなどをすること」である(日本サッカー協会， 2007， 

p.100) .これにより，コンビネーションプレーのスピー

ドを上げ，守備者にマークされている状況でもコンビネ

ーションプレーを成功させるために必要となってくる.

「ドリプル」に関しては， r突破j以外に「キープJrパ
スコースを探すJの2つを加える.
このようにコンビネーションが複数の人数により展開

され，技術も発展している状態の攻撃を「場所を意識し

た守備Jをしても守りきれない場合(図中矢印①")に
は「コンビネーションと個人の力を融合した守備」の段

階へと発展する(図中矢印②“).ここでは，チーム全
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員がデイフェンスの方法の変化と個人の力を用いて守備

を展開する.r集団戦術」には「マンツーマンゾーンデ
イフェンスJと「ルース・ポールを発生させない守備J
を位置づける.rマンツーマンゾーンデイフェンスjと
は， rマンツーマンを主体にしてゾーンを加味したチエ
ンジングデイフェンス」である(多和， 1974， p.1l8). 

「ルース・ボールを発生させない守備jとは，相手との

競り合いによるこぼれ球や中途半端なクリアによる「ル

}ス・ボール」をフィールド内に発生させない守備であ

り，発生した場合には攻撃者側にポーJレが渡らないよう

にすることである.r個別技術」には「ポジショニング
の修正Jr 1対1Jを位置づけている.rポジシヨニング

の修正Jとは，前述した「ポジショニングJに「ルー
ス・ボールに対応」するポジショニングが加味したもの

である.r 1対 1Jとは，相手の強化された攻撃に対し

でも「マンツーマンデイフェンスjで守れる技術や戦術

的な理解を持ち，守備を展開する技術である.ここで

は，更なるデイフェンスの強化には個人の力の強化が必

要となるため位置づけた.

このように発展を遂げた守備の組織(図中矢印③“)

を崩すために攻撃は「他のプレーエリアへの移行を使っ

た攻撃」を展開する(図中矢印④") .ここでは，相手

デイフェンスを左右に揺さぶりそこで生じた守備の組織

の隙をつき攻撃を展開し「重要空間Jからシュートを目
指す方法である.ここで用いられる「集団戦術Jには
「サイドチェンジJを位置づけている.rサイドチェンジJ
とはロングボール等を用いて自分たちが攻撃を展開して

いる「場所Jを変えることである.この「サイドチェン
ジ」戦術には，一本のロングボールにより行う方法と，

味方選手と素早いパス交換の連続により行う方法の2つ

がある(前田， 2003， p.102).そのため「個別技術Jは

r50メートルのライナー性のロングキックJと「インサ

イドキック(速い，連続)Jを位置づけている.r50メー

トルのライナー性のロングキックJとは，サイドチェン
ジをする際に必要な「ロングパスjが1本でできる技術

である.rインサイドキック(速い，連続)Jとは，ボー
ルスピードの速いインサイドパスを味方選手間で素早く

つなぎサイドチェンジを行う技術である.

このように攻撃・守備が発展すると「チーム全体によ

る攻撃Jrチーム全体による守備Jを展開する段階にな
る.rチーム全体による攻撃Jに関しては「集団戦術の
連動性J向上と「集団戦術の併用」が必要となる.例え
ば，意図的に相手守備障を右サイドに寄せるためにパス

をつなぎ，相手守備障が右サイドに寄ってきたならば，

左サイドヘボールを送る.このとき，ポールを受けるプ

レーヤーの周りのプレーヤーは即座に前述した攻撃の

「集団戦術Jの実行をする.この，周りが行う「集団戦
術Jはこれまでに述べてきた「集団戦締jを併用し相手
守備陣に的を絞らせず攻撃することである.もし， rル
ース・ボールjが発生した時のために周りのプレーヤー

は， rルース・ポール」を自チームが保持できるような

準備も行わなければいけない.このように，プレーヤー

の人数や意識する事柄，プレーのタイミングが多くあり

チーム全体のプレーヤーにそれぞれ役割のある状態が，

「チーム全体による攻撃Jである.
守備に関しては「重要空間」へ侵入しようと攻撃を展

開する相手の攻撃をフィールド内にいる全ての選手が守

備を組織し守備における技術・戦術を実行している段階

である.この段階においては，守備における全ての技

術・戦術を使い守備をすることを位置づける.また，

「ルース・ボール」に関しでも自チームが保持すること

ができるようなポジショニングや意識が求められる.こ

のようにチーム全体のプレーヤーにそれぞれ守備におけ

る役割のある状態が「チーム全体による守備Jである.
以上のように現代サッカーにおいては，技術・戦術構

造の最高段階である「チーム全体による攻撃J(全員攻
撃)， rチーム全体による守備J (全員守備)が行われて
いる(山中， 1980， pp.104-105;望月， 2010， p.151). 

以上のように，筆者は「重要空間をめぐる攻防」を中

心に攻撃，守備の「質的発展段階Jを位置づけ，攻撃，
守備の相E作用により「質的発展段階Jが発展すると捉
えた.また，それぞれの段階に対応する「集団戦術」

「個別技術」を位置づけ，攻撃，守備の「質的発展段階J
が変化することにより「集団戦術Jr個別技術」が質的
な発展をするものとし，サッカーの技術・戦術を構造化

した.

まとめ

本論ではサッカーの技術・戦術構造についての先行研

究(日本サッカー協会の理論，金子憲ーの理論，伊藤烈

の理論)の評価点と改善点を①サッカーの「ゲームにお

ける局面Jをどのように捉えているか，②「技術・戦術
の構造Jをどのように捉えているかの2点について検討
した.その検討を踏まえ，サッカーのフィールドを「重

要空間JrサイドエリアJrプレイクエリアJの3つに分

類し，各エリアにおけるプレーの優先順位を明確にし

た.また， r)レース・ポール」を取り入れたサッカーの
ゲームにおける局面について提起し， r重要空間をめぐ
る攻防Jを中核に据えた筆者独自の技術・戦術構造を提
起した.

今後の課題としては，この技術・戦術構造に基づき対

象者の応じた指導理論を展開することが挙げられる.

i主

注1)遠藤 (2007)，松木 (2003)，水沼 (2003)，チャ

ールズ・ヒューズ (1996)らの指導書は，技術・戦

術についての詳細な記述はあるが，選手の技能やチ

ームの特性に応じて，何をどのような順序で指導し

ていくかについては記述されていない.

注2)技術的特質とは学校体育研究同志会が規定した概
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念であり「それぞ、れの運動文化が持っている『面白

さや持ち味』ということ」であり， 1他の種目(教
材)にないその種目独自の技術的な特性(本質)で

あるJ(荒木， 1974， p.53). 
注3)広辞苑によると「エリアJは「地域」と定義され
(新村， 1994， p.293)， 1ゾーン」に関しては「地

帯Jと定義されている(新村， 1994， p.1501). 1地
帯jとは「ある程度の広がりを持つ地域」と定義さ

れ(新村， 1994， p.1649)， 1地域」は「区切られた

土地J1土地の区域Jと定義されている(新村， 1994， 
p.1638) .このように， 1ゾーン」は「エリアjより

も広い範囲であることが理解できる.そのため，本

論において示した「重要空間J1サイドエリアJ1ブ
レイクエリアjに関しては「エリア」を使うことす

る.

注4)1ルース・ボール」については， 1日本ではなまっ
てルーズ・ボールと発音されることが多いjとされ

ている(湯村，鈴木， 1985， p.283). 

注5)久世は「球技における諸種目の戦術を最初に特質

付けるのが，攻撃側の得点行動に対する反撃行動で

ある.その後攻撃戦術は防御戦術が反撃行動へ移行

することによって，必然的に質的発展を引き起こ

す.さらに攻撃戦術の発展が防御戦術の発展を促

す」と述べている(久世， 1998).本論でもこの論

述に依拠する.

注6)フォローという用語はサポートと同義で、用いられ
ていることがあるが，本論では「はねかえってくる

ボールを捕えることJ(湯村，鈴木， 1985， p.171) 
という意味を参考に「パス」を受けるための動きで

はなく，こぼれ球や味方・相手のミスしたボールを

獲得するための動きとする.

注7)1ポジシヨニングJとは「試合中競技者が，コー
トなどの状態，相手の位置及びボールなどの来る方

向を考えなければならない適切な位置」という定義

を参考にした(湯村，鈴木， 1985， p.366). 

注8)岩本 (2008)は， 2006年ドイツワールドカップの

64試合を対象にデイフェンスプレーヤーのプレー傾

向を分析している.その結果， ドイツ大会において

上位に進出したチームでは，両サイドのスペースに

追い込みパスを出させていた.また， 1オフェンス
プレーヤーをサイドに追い込みポールを奪取するこ

とが，失点減少に結び付く重要な要因であることが

示唆された」としている.このことからも， 1場所
へ誘導する守備」は世界レベルの大会もしくは圏内

トップレベルのチームでは行われている戦術である

と考える.
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